
自主防災組織への啓発

■3-5 訓練の実施 そなえる
減災対策

実施主体：豊岡市

フォローアップシート：減

事業概要：訓練の実施について啓発を行なう。

 市地域防災計画に掲げる「地域の力を蓄える」という観点から、共助としての主役を
担っていただく自主防災組織等の育成および強化を図るため、防災資機材の整備に対し
て補助金（補助率1/2、上限200千円）を交付している。
 補助制度を利用するには、購入資機材を活用しての防災訓練を実施していただくこと
を要件としている。
 資機材購入を通じて、地域での防災訓練の実施を促す。
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市民総参加訓練の実施

実施主体：豊岡市

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：全市民を対象とした訓練を平成27年から実施。

■3-5 訓練の実施

市民が災害発生時にあわてず、的確な避難行動が取れるよう、2015（平成27）年度から８月の
最終日曜日を統一訓練日と位置づけ、市民総参加訓練を実施。

「地震」と「風水害」を想定した訓練を、交互に実施。
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実施主体：県民



総合防災訓練の実施

実施主体：豊岡市

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：市、自主防災組織、消防団、自衛隊、海上保安庁、警察署、
協定締結団体等が連携し、市民も参加した訓練を実施

■3-5 訓練の実施

H28まで毎年実施。
以降は、木造密集街区消火訓練を６地域で実施。
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台風23号メモリアル水防訓練の実施

実施主体：国

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

■3-5 訓練の実施

実施主体：豊岡市 実施主体：兵庫県

事業概要：豊岡消防団、豊岡地域の自主防災組織、豊岡総合高校生徒、
市、国交省、但馬県民局

 円山川において大きな被害が発生した2004（平成16）年の台風23号水害を今一度振り返り、記
憶の風化を防ぐとともに、水害による被害を最小限にとどめるため、豊岡消防団と自主防災組織、
国・県・市の行政職員（新任職員等）が一体となって地域防災力の向上を目指し、出水期を向かえ
た６月上旬ごろに実施。

 訓練内容

座学
 TEC-FORCE説明
 保有する災害対策用機械の展示説明
 展示車両紹介（対策本部車、排水ポンプ車、
 照明車、土のう造成機
 土のうの製作方法と積み土のう工法
実技
 土のう製作、積み土のう工法の訓練
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実施主体：県民



一斉避難訓練の実施

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

■3-5 訓練の実施

実施主体：養父市

事業概要：全市民を対象とした訓練を実施
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R5伊佐

R5 轟

市民の防災意識の高揚を図るため、平成24年
度から毎年9月の第1日曜日に、市民総参加の
養父市一斉避難訓練を実施。



町総合防災訓練の実施

概 要：迅速かつ的確な災害応急対策の実現を図るため、また、住民の適切な判断、行動、知識の確保を図るた
め町内全域で総合防災訓練を年１回実施。
（訓練内容）
避難・避難誘導・避難支援訓練（避難行動要支援者支援を含む。）及び情報収集・情報伝達訓練は必須
項目。消火訓練、給食・給水訓練、その他の訓練は各自主防災会の災害想定等に応じて適宜実施。町
も災害対策本部設置・運営訓練、避難所開設訓練、現地確認訓練等を実施。

実施主体：香美町
自主防災組織

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：町、自主防災組織、消防団、美方広域消防本部、美方
警察署、香住アマチュア無線クラブが連携し、町民も
参加した訓練を実施

■3-5 訓練の実施
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実施主体：県民



町総合防災訓練の実施

実施主体：新温泉町

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：町、自主防災組織、消防団、美方広域消防本部、警察、
社会福祉協議会、ガス協会が連携し、全町民を参加対象
とした訓練を実施

■3-5 訓練の実施

実施主体：県民

毎年10月に町総合防災訓練を実施。防災訓練では住民に対する避難訓練や関係団体と連携し講演会や展示会、
救出訓練など、多岐にわたる内容を実施し、住民に普及・啓発を行う。
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自主防災組織における訓練の実施

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

■3-5 訓練の実施

実施主体：新温泉町 実施主体：県民

自主防災訓練を実施した組織に対し、交付金を交付する制度がある。この制度を周知するとともに、自主防災
組織で積極的な訓練を実施できるよう機材の貸出や資料の提供。（新温泉町）

自主防災訓練実施地区数
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令和５年度：28地区
令和４年度：22地区
令和３年度：24地区
令和２年度：17地区
令和元年度：40地区

自主防災訓練参加世帯数・参加者数 令和５年度：884世帯・1,218人
令和４年度：703世帯・963人
令和３年度：774世帯・1,127人
令和２年度：480世帯・654人
令和元年度：1,277世帯・1,976人



建物等の耐水化

■3-6 建物等の耐水化 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：香住第一中学校

実施主体：香美町
改築に合わせて建物敷地の嵩上げ
145mm
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建物等の耐水化

■3-6 建物等の耐水化 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：公立香住病院

改築に合わせて建物敷地の嵩上げ実施主体：香美町
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共済制度の加入促進

■3-7 浸水による被害からの早期生活再建 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：フェニックス共済

概 要： 阪神・淡路大震災での経験・教訓を踏まえ、災害後の速やかな住宅再建を支援するため、小さな負担
で（年額5000円）で大きな安心（最大600万円）を確保できる「兵庫県住宅再建共済制度（フェニ
ックス共済）」を創設。

但馬加入率：14.5%（R6.3月現在）

実施主体：兵庫県 実施主体：豊岡市 実施主体：養父市

実施主体：朝来市 実施主体：香美町
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実施主体：新温泉町



共済制度の加入促進

■3-7 浸水による被害からの早期生活再建 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：フェニックス共済

実施主体：新温泉町

新温泉町では、広報誌やＨＰを活用し、フェニックス共済制度について周知。
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応援体制の確立

実施主体：豊岡市

■3-7 浸水による被害からの早期生活再建 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：養父市

実施主体：香美町

災害時の応急業務の中には、自治体に専門性の
ない業務や民間組織に任せた方が迅速性・効率面
で良い業務がある。その対応に適した民間企業等
からの協力を得るために、引き続き、必要な災害
時応援協定の締結を進める。 （豊岡市）

事業概要：市・町と民間事業者等との間での災害時応援協定等の締結
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R3年度 Qねっと関西と締結

町内におけるR5台風
7号の甚大な被害を踏
まえ、引き続き協定
締結の促進を図る。



応援体制の確立

■3-7 浸水による被害からの早期生活再建 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：町と民間事業者等との間での災害時応援協定等の締結

実施主体：新温泉町

新温泉町では、災害時の物資の供給や提供、一時避難所としての施設の使用など、多岐にわたる内容で民間業
者との災害時応援協定等を締結。

現在協定締結数：40
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環境へ配慮した取り組み

実施主体：国

■4 環境の保全と創造への配慮

円山川（加陽地区）円山川（加陽地区）

事業概要：湿地再生 (大規模湿地)

【加陽湿地】
計画湿地面積 7.2ha → 整備完了 (平成29年度)
・魚類、底生動物等の生息・再生産の場として出石川と接続する開放型湿地や鳥類の餌場として機能す
るよう水田に近い環境を復元しつつ、山裾との連続性を確保した閉鎖型湿地を整備することで湿地再
生を実施。

・平成29年度の完成後においては、継続してモニタリング調査に基づく評価、湿地全体の順応的な維
持管理を実施中。

加陽湿地 整備後 (令和6年4月)加陽湿地 整備前 (平成18年12月)

五条大橋

円山川

出石川

片間樋門

三木川

開放型湿地

閉鎖型湿地五条大橋

三木川 出石川

円山川

土砂溜め

片間樋門
(改築前)
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